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近年（日本においては特に1960年代以降），淡水・汽水・
内湾などの環境が護岸・埋立・干拓や水質・土壌汚濁等
の要因によって急速に変質してきていることはもはや繰
り返すまでもないことである．これに伴い，それらの環
境に棲息する生物も危機的状況に追い込まれている??．こ
のことは魚類，両生類，鳥類，哺乳類などの脊椎動物や，
植物においては比較的早期から指摘され，保全の必要性
が主張されてきた．同様に，無脊椎動物においても，極
めて多数の種が絶滅の危機に瀕しており，なかでも移動
能力が低く，特定の地域やハビタットに限定されて棲息
する種は，その棲息場所が失われるとただちに個体群が
消失する例も多いと考えられている．特に，河川下流部
の汽水域から内湾奥（ヨシ原，マングローブ，干潟など）
においてこれは著しい??．これらの環境において，日本で
は1996年末の時点で少なくとも389種の底生無脊椎動物が
絶滅の恐れがあることが指摘されている??．河口～内湾の
生物多様性の急激な低下という点では，日本では有史以
来未曾有の危機的状況にあるといっても過言ではない??．
しかしながら，多くの無脊椎動物は大きさがわずか数
㎜と微小なため，脊椎動物や高等植物に比べて研究は非
常に遅れている??．稀少種に対する保全対策を立てように
も，生活史などの生態はおろか，大まかな分布や分類学
上の位置に関する信頼すべきデータがなく，種名すらな
い種（未記載種）が多数にのぼる．むしろ，人類によっ
て認識すらされないまま，滅びてゆこうとしている種が
多数存在するのが現状である．保全しようとするその対
象種の種名すらわからないような状況では，その種の保
全を企てたところで実現できる可能性は当然ながら乏し
い??．
この意味では，無脊椎動物の多様性保全には分類学が
不可欠である．これまでの（特に日本での）生物多様性
保全の現場における深刻な問題の一つは，あまりにも生
態学的手法が重視され，分類学者が中心的役割を果たす
ことが稀であったことにある．生態学においては一般に，
個体数が比較的多く実験材料として有用な種を研究対象
とすることが多いため，個体数がもともと極端に少なか
ったり，棲息環境が特異で分布が狭かったり，出現時季
が限られ生活史の把握が困難か不可能であったり，これ
まで再発見されていなかったり，分類学的位置が不明瞭
な種などを認識することには必ずしも適していない場合
が多い．この結果，ごく一部の，生態学的知見が充実し
ている種のみが保全対象とされ，“本当に希少な種”は認
識すらされず放置されるという大きな矛盾が生じている??．
このため，「いつ，どこに，どんな姿形をした種が，どの
ように棲息し，それらの種はどのような歴史的経緯で現
在のように存在しているのか」といった，分類学が対象
とする基礎的知見の充実こそ，無脊椎動物の多様性保全
における現時点での最重要課題のひとつと見做すべきで
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あろう．
分類学においてまず必要となるのは，標本の収集と保
存である．それぞれの種の形態的特徴は標本に基づいて
記載されるし，また，産出記録の証拠としても標本の保
存は不可欠である．特に上記のように，わずか数十年間
のうちに野外の環境が激変し，多くの個体群や種が消え
去りつつある昨今では，現時点で多産している種であっ
ても将来も変わらず健全な状態が維持される保証はない．
例えば，馬渡??は標本の意義を強調しながら次のような例
を挙げている：「魚類学者の中村守純氏は，日本中いた
るところの河川から膨大な数の魚類を採集し，標本とし
て保管していた．おかげで，今でこそ魚のすまない川で
もかつては豊富な魚類に恵まれていたことがわかるので
ある」．この例はまさに分類学的営為が保全学に対して直
接的になしうる貢献のひとつを示している．このように，
大学や博物館などの研究機関に保存されている生物標本
のデータベース化が，生物多様性保全に大きく寄与する
ことは近年頻繁に指摘されるようになってきた????????????．
岡山大学農学部水系保全学研究室では，水中において
最も種の多様性が大きいとされる軟体動物（貝類）の分
類学的検討を通じて，それらを保全することを主要な研
究課題としている．本研究室は設置されていまだ約２年
しか経過していないが，設立当初より，貝類やその他の
水生無脊椎動物の標本収集に努めてきた．特に貝類にお
いては，生きた個体が得られた場合はできる限り軟体部
を液浸標本として保存することを意識して標本を作成し
ている．これまで貝類の分類は貝殻の形質が偏重される
ことが多かったため，過去に博物館等に保存されている
標本は大部分が貝殻のみの乾燥標本であり，軟体部の液
浸標本は極めて少ない．しかし近年，軟体部の解剖学的
特徴や DNAの塩基配列などに基づいて新しい分類体系
が再編されてきており?????，今後は液浸標本の重要性が飛
躍的に増加することは疑いがないため，本研究室では１
種でも多くの種の液浸標本を保存することを目標の一つ
としている．また，それぞれの標本の産地は大まかな地
名だけでなく，GPS等を用い，可能な限り緯度経度の特
定を心がけている．緯度経度ならびに採集年月日を厳密
に記録してゆけば，標本の量的蓄積に伴ってそれぞれの
分類群の空間分布及びその時間的推移を示す生のデータ
も確実に蓄積されてゆくことになる．これらのデータを
地理情報システム（GIS）を用いて解析し，生物多様性の
精緻な評価を行うことも可能となるであろう???．
本文では，今後の研究に資するために，本研究室が所
蔵している貝類標本のうち，現時点で登録が完了したも
のを目録として挙げた．これらの標本は，特別の事由の
ない限り学外の研究者にも閲覧・貸与可能なよう公開す
る．今後も随時標本の整理と登録を進め，完了したもの
から順次本誌などに紹介してゆこうと考えている．
なお，本研究室の貝類標本には，筆者???????がかつて「東
京都立大学理学部自然史講座（TMU）所蔵」として公表
した東京都小笠原諸島産の標本も多数含まれている．こ
れらの標本は，都立大自然史講座担当教官の意向により
筆者に管理が一任されたため，本研究室にて保存するこ
とになった．また，かつて山口貝類連合博物館（UMMY）
に登録されていた標本のうち，「UMMY-HFK」「UMMY
-TFK」として登録された標本のほとんども，本研究室に
移管されることになった．これらの標本は現在，本研究
室における標本登録を進めている途上のため，今回以下
に挙げるリストには含めていないが，次回以降のリスト
に挙げて利用者の便を図りたい．
目 録 凡 例
本研究室所蔵標本のうち，登録番号（OKCAB-Ｍ）１
から1012までを，種ごとに，分類順に配列した．それぞ
れの標本は以下の情報を記した：
登録番号．産地，採集時の状況．産地緯度経度．採集
年月日．採集時の生死と個体数（標本の状態）．公刊され
た標本の場合はその文献．
上記の「採集時の状況」には棲息環境や採集手段等を
記した．
「採集時の生死」の項では「生」は生貝，「死」は死殻
を示す．二枚貝の死殻の場合，合弁が得られた個体は「合」，
半殻のみが得られた個体は「半」と記した．「標本の状態」
において特記なき場合はすべて乾燥標本である．液浸標
本の場合は固定液の種類と濃度を記し，乾燥・液浸標本
それぞれの個体数を記した．
標本の閲覧・貸出
本研究室所蔵標本は，以下に記す規定に基づき，学術
研究およびそれに関連した目的での申請に限り，閲覧ま
たは貸出に応じる．その際は，下記の各項目を遵守され
たい．これに違反した場合は，それ以後，本研究室所蔵
標本の閲覧・貸出を停止することがある．標本と借用書
の署名を受け取った時点で，規定に従うことに同意して
いただいたものと解釈する．
１.標本の貸出期限は原則として６ヶ月とする．
２.壊れやすい標本や貴重な標本は，特別な事情がある
場合のみ貸出す．
３.借用標本を受け取ったら，同時に送付された借用書
のコピーに速やかに署名し，借用書上の記載事項に従
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って返送すること．
４.標本は借用書に記載された期日までに返却すること．
ただし，借用期限までに手紙，ファックスまたは電子
メールにて借用延長の申請がなされた場合には，借用
延長が認められる場合がある．
５.借用者は，借用した標本の破損・紛失等が生じない
よう，現状維持に細心の注意を払うこと．借用中に，
借用書に記載されている場所から標本を移動すること
を禁ずる．
６.標本に対して，解剖，洗浄，染色，電子顕微鏡観察
用の処理などの行為を，文書にて許可される以前に施
すことを禁ずる．
７.一度の借用にて借りた標本は，一括して返却すること．
８.全てのラベルは標本と共に保存し，書き込み・破損・
紛失等がなきよう現状維持に努め，共に返却すること．
論文に公表した標本は，その論文の書誌情報（著者，
刊行年月，表題，書誌名，総ページならびに当該標本
登載ページ）を返却の際に本研究室宛てに通知する．
また，借用標本を利用して発表した論文の別刷を本研
究室へ寄贈されたい．なお，論文中では，本研究室か
らの借用標本は，本研究室の定める登録番号を用いて
引用されたい．
９.借用標本を返却する際は，厳重に梱包し，書留また
は保険をかけて郵送すること．海外からの返却の場合
は，航空便で郵送すること．
標本閲覧・借用を希望される方は，以下宛てに連絡さ
れたい：
〒700-8530 岡山市津島中１-１-１
岡山大学農学部水系保全学研究室 福田 宏
Fax：086-251-8370
E-mail：suikei1＠cc.okayama-u.ac.jp
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